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会議所は企業の要、地域の灯会議所は企業の要、地域の灯

202520251111
会員数 891 名会員数 891 名
令和７年11月1日現在令和７年11月1日現在

無担保、無保証人、低利子で融資無担保、無保証人、低利子で融資
～マル経融資制度～

利子補給（1.0％）制度が利用できます!
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により
「㈱日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問
い合わせください。☎ 22－8330

担保、保証人 不　要
貸付 限 度 額 2,000万円
返 済 期 間 10年以内（＊運転資金は7年以内）
利 率 年2.00％（令和７年 11月 1日現在）

融 資 対 象
従業員（家族従事者、パート、法人
の役員除く）が商業・サービス業
は5名以下、製造業・その他は20
名以下の小規模事業者

◇第28回臨時議員総会を開催
～令和7年期　新執行体制が決定～

◇令和7年期　館山商工会議所議員60名決まる
◇潮流を読む
「株式市場の上昇を中長期的に維持するためには」

◇トレンド通信
「ブームに乗るか？追いかけるか？先回りするか？」

◇クラウドな話 「今年の猛暑が当たり前の夏に」
◇令和7年度上半期 「新聞折込チラシ調査結果」
◇日本史のトビラ  
「大久保利通の人材抜てき法」

◇新入会員紹介

館山商工会議所HP館山商工会議所HP 館山商工会議所館山商工会議所
公式 LINE 始めました！公式 LINE 始めました！



会 議 所 だ よ り
令 和 7 年 11 月 10 日（2）

■法　　律	 千葉県産業振興センター

■税　　務	 葛西　　博　先生
	 川名　敏昭　先生

■商標 特許	 神崎　正浩　先生
ご相談のときは事前にご連絡下さい。

会
頭
、副
会
頭
２
名
、専
務
理
事
、

監
事
３
名
、常
議
員
20
名
を
選
任

上
山
立
巳（
㈲
カ
ミ
ヤ
マ
）

川
名
光
俊（
㈱
清
水
屋
商
店
）

小
宮
山
房
信（
㈱
岡
部
建
設
）

島　

正
彦（
㈱
集
賛
舎
）

髙
橋
幸
丸（丸

高
ラ
イ
フ
エ
ナ
ジ
ー
㈱
）

館
石
正
文（
南
房
観
光
㈱
）

角
田
吉
夫（
㈲
ピ
ー
ス
製
菓
）

長
尾
典
子（
㈱
房
洋
堂
）

野
口
明
行（
㈲
野
口
モ
ー
タ
ー
ス
）

本
間　

亨（
房
州
物
流
㈱
）

三
浦
英
喜（
㈱
三
浦
商
店
）

御
子
神
徳
重

（
㈱
ユ
タ
カ
設
備
工
業
所
）

本
橋
亮
一（
㈲
ケ
ア
）

山
口
正
治（
㈲
山
本
商
店
）

渡
邉
茂
也（
㈲
和
田
屋
商
店
）

渡
辺
雄
二（
渡
辺
建
設
㈱
）

第28回臨時議員総会を開催
～令和7年期 新執行体制が決定～

◆
会
頭

安
田
信
之（
昭
和
運
送
興
業
㈱
）

◆
副
会
頭

小
金
晴
男（
㈱
こ
が
ね
）

白
幡　

進（
㈱
千
辰
地
所
）

◆
専
務
理
事

上
野　

学

◆
監
事

川
名
克
己（
㈲
ダ
イ
コ
ク
）

佐
藤
興
二（
㈱
さ
と
う
）

原　

克
己（
丹
建
築
設
計
事
務
所
）

◆
常
議
員　

小
笠
原　

潤
（
㈱
千
葉
銀
行
館
山
支
店
）

長
田
久
富（
㈲
オ
サ
ダ
）

加
藤
克
美（
白
子
屋
酒
店
）

神
子
絵
美（
㈱
波
奈
）

任
期
満
了
に
伴
う
館
山
商
工
会
議
所
の
議
員
改
選
に
伴
い
、
11
月
４

日
役
員
改
選
の
た
め
の
第
28
回
臨
時
議
員
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

臨
時
議
員
総
会
で
は
正
副
会
頭
、
専
務
理
事
、
監
事
、
常
議
員
の
選

任
が
行
わ
れ
、
慎
重
な
審
議
の
結
果
、
会
頭
の
安
田
信
之
氏
が
再
任
さ

れ
、
小
金
晴
男
副
会
頭
、
白
幡
進
副
会
頭
、
川
名
克
己
監
事
、
原
克
己

監
事
、
上
野
学
専
務
理
事
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
佐
藤
興
二
氏
が
監
事
に
選
任
さ
れ
た
他
、
常
議
員

20
名
が
選
任
さ
れ
、
令
和
７
年
期
の
新
執
行
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

選
任
さ
れ
た
、
正
副
会
頭
、
専
務
理
事
、
監
事
、
常
議
員
の
皆
様
は
、

左
記
の
と
お
り
で
、
任
期
は
令
和
10
年
10
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）



会 議 所 だ よ り
（3）令 和 7 年 11 月 10 日

森林レンタルとは森林空間を年間契約で貸し出す
サービスです。テントの常設 OK ！予約も不要！
自分のための癒し時間を楽しみませんか？

問合せ先：SouthOneVillage 館山  /  0470-29-3530

森林レンタル始めました！

SOUTH ONE FOREST 館山

本
年
10
月
31
日
の
当
所
議
員
任
期
満
了
に
伴
い
、
令
和
７
年
期
の
議
員
改
選
が
選
挙
選
任
規
定
に
従
っ
て

進
め
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
先
に
決
定
し
た
３
号
、
２
号
の
議
員
に
続
い
て
選
任
さ
れ
た
１
号
議
員
30

名
が
10
月
７
日
選
挙
管
理
委
員
会
よ
り
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
60
名
の
全
議
員
が
確
定
し
た
わ
け
で
、
令
和
７
年
11
月
１
日
か
ら
令
和
10
年
10
月
31
日
ま
で

の
任
期
の
間
、
そ
の
職
務
を
執
行
し
ま
す
。

議
員
は
、
商
工
会
議
所
の
最
高
議
決
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
議
員
総
会
の
構
成
員
で
、
実
質
的
に

は
館
山
市
の
商
工
業
界
の
各
代
表
と
し
て
意
見
を
具
申
す
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
枢
要
な
諸
問
題
に
参

画
す
る
重
要
な
地
位
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
議
員
総
会
に
お
い
て
定
款
や
規
約
の
変
更
、
事
業
計
画
・
報
告
、
収
支
予
算
・
決
算
な
ど
会
議
所

運
営
の
基
本
事
項
を
審
議
す
る
と
と
も
に
、
事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て
、
会
員
や
商
工
業
者
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
と
い
う
重
要
な
任
務
に
あ
た
り
ま
す
。
令
和
７
年
期
の
議
員
は
次
の
方
々
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

議
員
名（
職
務
執
行
者
）

１
号
議
員
30
名

㈱
カ
ネ
フ
ク	

渡
邊　
　

勲

房
州
瓦
斯
㈱　
　
　
　

本
間　
　

充

㈲
北
村
商
店　
　
　
　

北
村　
　

純

丸
高
ラ
イ
フ
エ
ナ
ジ
ー
㈱髙

橋　

幸
丸

㈱
加
納
ペ
イ
ン
ト
工
業

	

佐
藤　

太
一

㈱
三
要
商
店	

三
平　

敏
文

㈱
扇
屋	

安
田　

定
広

㈲
宮
沢
書
店　
　
　
　

宮
澤　

裕
子

㈲
房
州
日
日
新
聞
社	

本
間　

裕
二

㈱
東
光	

石
川　

光
則

佐
生
興
産
㈱　
　
　
　

佐
生　

尚
信

㈱
大
成	

金　
　

成
基

㈱
中
村
屋　
　
　
　
　

長
束　

清
實

㈲
ス
ズ
キ	
鈴
木　

隆
夫

本
多
建
設
㈱	
本
多　

勝
宏

房
総
道
路
㈱　
　
　
　

早
川　

純
一

望
月
ス
ポ
ー
ツ
用
具
販
売
㈱

	

望
月　
　

昇

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
㈱
イ
オ
ン
館
山
店

渡
辺　
　

渡

協
豊
自
動
車
工
業
㈱	

石
渡　

保
男

㈲
小
林
貴
金
属
店	

小
林　
　

稔

司
法
書
士
佐
野
事
務
所

	

佐
野　

和
生

㈲
山
本
商
店	

山
口　

正
治

館
山
丸
魚
㈱	

相
川　

耕
一

㈲
オ
サ
ダ	

長
田　

久
富

鏡
浦
自
動
車
㈱	

代
田　

憲
隆

㈱
オ
シ
ダ
リ	

忍
足　

正
彦

㈲
友
野
モ
ー
タ
ー
ス	

友
野　
　

斉

㈲
三
平
商
会　
　
　
　

三
平　

真
司

㈲
川
合
商
事　
　
　
　

川
合　

弘
竜

㈱
山
八　
　
　
　
　
　

鈴
木　

康
一

２
号
議
員
21
名

㈲
和
田
屋
商
店　
　
　

渡
邉　

茂
也

㈱
望
月
商
店　
　
　
　

望
月　

俊
男

㈲
秋
山
酒
造
店　
　
　

秋
山　

正
裕

㈱
ま
る
い　
　
　
　
　

鈴
木　

大
輔

㈱
サ
ン
グ
リ
ー
ン	

吉
田　

育
世

㈲
野
口
モ
ー
タ
ー
ス	
野
口　

明
行

㈱
三
浦
商
店　
　
　
　

三
浦　

英
喜

㈱
房
洋
堂　
　
　
　
　

長
尾　

典
子

㈱
岡
部
建
設　
　
　
　

小
宮
山
房
信

㈲
石
井
商
店　
　
　
　

石
井　

達
哉

㈱
石
井
工
務
店	

石
井　

英
之

㈱
海
幸
苑　
　
　
　
　

酒
井　

伸
一

東
宝
美
容
室	

三
浦　
　
一

居
酒
屋
ふ
く
べ	

山
口　
　

淳

㈱
波
奈	

神
子　

絵
美

㈲
伝
平	

福
原
喜
代
美

㈱
千
葉
銀
行
館
山
支
店

	

小
笠
原　

潤

羽
山
信
一
税
理
士
事
務
所

	

羽
山　

信
一

館
山
信
用
金
庫　
　
　

出
川　

貴
章

㈱
集
賛
舎	

島　
　

正
彦

羽
山
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

羽
山　

敏
雄

３
号
議
員
９
名

房
州
物
流
㈱　
　
　
　

本
間　
　

亨

㈲
ケ
ア　
　
　
　
　
　

本
橋　

亮
一

㈱
ユ
タ
カ
設
備
工
業
所

　
　
　

御
子
神
徳
重

㈱
清
水
屋
商
店	

川
名　

光
俊

㈲
ピ
ー
ス
製
菓	

角
田　

吉
夫

渡
辺
建
設
㈱	

渡
辺　

雄
二

㈲
カ
ミ
ヤ
マ	

上
山　

立
巳

南
房
観
光
㈱　
　
　
　

館
石　

正
文

白
子
屋
酒
店　
　
　
　

加
藤　

克
美

令
和
７
年
期
　
館
山
商
工
会
議
所
議
員
60
名
決
ま
る
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潮

流

を

読

む

潮

流

を

読

む
比
13・１
％
）と
な
っ
た
。
背
景
に
は
、

冒
頭
の
よ
う
に
株
式
相
場
が
上
昇
し

て
株
式
等
の
残
高
を
押
し
上
げ
た
こ

と
と
、
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
少
額
投
資
非

課
税
制
度
）
を
通
じ
た
投
資
信
託
の

資
金
流
入
が
高
水
準
で
続
い
た
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
株
式
市
場
の
上
昇
は
ど
こ
ま

で
続
く
の
か
。
デ
フ
レ
局
面
を
脱
し

て
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
の

成
長
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
、「
貯
蓄

か
ら
投
資
へ
」
の
流
れ
が
続
く
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
今
後
、
多
少
の
下
落

局
面
は
あ
る
も
の
の
、
中
長
期
的
に

株
式
市
場
の
上
昇
は
持
続
す
る
可
能

性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
昨
年
度
（
24
年

度
）、
大
和
総
研
の
中
期
予
測
モ
デ

ル
な
ど
［
注
１
］
で
23
年
度
か
ら
10

年
後
の
33
年
度
の
家
計
金
融
資
産

残
高
の
う
ち
株
式
・
出
資
金
の
残
高

と
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
の
水
準
を
予
測
し
た

［
注
２
］。
ま
ず
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
23

年
度
の
５
９
７
兆
円
か
ら
、
33
年

度
ま
で
年
平
均
２
・
８
％
増
加
し
、

７
８
８
兆
円
に
成
長
す
る
と
予
測
し

て
い
る
。
こ
れ
を
前
提
に
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ

Ｉ
Ｘ
は
23
年
度
の
２
３
４
５
か
ら

２
・
６
倍
の
６
１
１
３
ま
で
上
昇
す

る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
家
計

　

９
月
18
日
に
日
経
平
均
株
価
の
終

値
は
、
４
万
５
３
０
３
円
と
な
り
、

初
の
終
値
４
万
５
千
円
台
と
な
っ

た
。
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
は
９
月
16
日
に
３

１
６
８
・
３
６
と
史
上
最
高
値
を
更

新
し
た
。
日
経
平
均
株
価
が
史
上
最

高
値
を
更
新
し
た
同
日
に
、
日
本
銀

行
が
発
表
し
た
「
２
０
２
５
年
第
２

四
半
期
の
資
金
循
環
（
速
報
）」
に

よ
る
と
、
25
年
６
月
末
時
点
で
の
家

計
の
金
融
資
産
残
高
合
計
は
前
年
同

期
比
１
％
増
の
２
２
３
９
兆
円
と
過

去
最
高
を
記
録
し
た
。
そ
の
内
訳
と

し
て
、
現
金
・
預
金
は
同
▲
０
・
１
％

の
マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ
た
が
、
投
資
信

託
が
同
９
・
０
％
増
の
１
４
０
兆
円

（
構
成
比
６
・
３
％
）、
株
式
等
が
同

４
・
９
％
増
の
２
９
４
兆
円
（
構
成

金
融
資
産
の
う
ち
株
式
・
出
資
金
は

23
年
度
の
２
６
２
兆
円
か
ら
33
年
度

に
は
５
０
４
兆
円
と
ほ
ぼ
倍
増
す
る
と

推
計
し
て
い
る
。
株
式
等
が
家
計
金

融
資
産
に
占
め
る
割
合
は
33
年
度
に

は
20
％
程
度
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
。

　

家
計
金
融
資
産
残
高
合
計
に
つ
い

て
も
予
測
し
て
い
る
。
前
述
の
通
り
、

名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
堅
調
な
増
加
、
株
価

指
数
の
上
昇
や
家
計
の
貯
蓄
（
黒

字
）
の
積
み
上
が
り
な
ど
に
よ
り
、

今
後
も
拡
大
傾
向
が
続
き
、
35
年
度

末
（
36
年
３
月
末
）
に
３
０
２
２
兆

円
程
度
に
な
る
と
見
込
む
。
24
年
３

月
末
時
点
の
１
・
４
倍
程
度
（
年
率

＋
２
・
７
％
）
に
相
当
す
る
。
ま
た
、

家
計
金
融
資
産
残
高
の
増
加
ペ
ー
ス

は
、
過
去
20
年
（
１
・
５
倍
、
年
率

＋
２
・
１
％
）
と
過
去
30
年
（
１
・
９

倍
、
同
＋
２
・
２
％
）
の
変
化
よ
り
も

一
定
程
度
加
速
す
る
。
こ
れ
に
伴
い
、

１
人
当
た
り
家
計
金
融
資
産
残
高

は
、
35
年
度
末
に
２
５
９
１
万
円
程

度
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
。
試
算
値

で
あ
り
幅
を
持
っ
て
見
る
必
要
が
あ

る
も
の
の
、
日
本
経
済
の
持
続
的
な

成
長
を
背
景
に
、
家
計
金
融
資
産
残

高
の
拡
大
は
今
後
も
続
く
と
い
う
の

が
基
本
シ
ナ
リ
オ
と
な
る
。
た
だ
し
、

前
記
の
予
測
は
、
全
て
が
順
調
に
い

く
と
の
前
提
で
、
若
干
楽
観
的
な
シ

ナ
リ
オ
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
想
定

さ
れ
る
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
は
、

日
本
経
済
が
再
び
デ
フ
レ
に
陥
る

ケ
ー
ス
や
２
０
０
０
年
代
後
半
の
世

界
金
融
危
機
の
よ
う
な
事
態
が
発
生

す
る
ケ
ー
ス
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
そ

の
場
合
、
家
計
金
融
資
産
残
高
は
24

年
度
の
試
算
結
果
か
ら
下
振
れ
す
る

こ
と
に
な
る
。

　

基
本
シ
ナ
リ
オ
の
通
り
で
あ
れ

ば
、
今
後
10
年
間
で
政
府
が
資
産
所

得
倍
増
プ
ラ
ン
［
注
３
］
を
実
現
で

き
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ

だ
け
で
は
、
家
計
の
持
続
的
な
所
得

向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
は
難
し

い
。
株
式
・
出
資
金
の
比
率
は
、
過

去
に
金
融
危
機
な
ど
で
株
式
相
場
が

下
落
す
れ
ば
、
大
幅
に
低
下
し
て
き

た
。
そ
の
株
式
市
場
で
は
、
国
内
企

業
の
経
常
利
益
の
変
動
が
大
き
く
な

る
と
、
そ
れ
に
伴
い
市
場
の
変
動
幅

（
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
）
が
高
く
な
る
。

こ
の
よ
う
に
株
式
相
場
が
急
激
に
変

動
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
中
で
、

中
長
期
的
に
資
産
所
得
を
安
定
さ
せ

る
た
め
に
、
個
人
投
資
家
に
は
、
自

身
の
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
と
と

も
に
、
金
融
機
関
の
提
供
す
る
リ
ス

ク
管
理
を
含
む
包
括
的
な
投
資
ア
ド

バ
イ
ス
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
ら
を

定
着
さ
せ
る
取
り
組
み
は
、
株
式
市

場
か
ら
の
過
度
な
資
金
の
流
出
を
防

ぎ
、
株
式
市
場
の
安
定
的
な
上
昇
に

つ
な
が
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

（
９
月
20
日
執
筆
）

［
注
１
］
大
和
総
研
の
「
日
本
経
済

中
期
予
測
」（
２
０
２
４
年
）、
国
立

社
会
保
障・人
口
問
題
研
究
所
の「
日

本
の
世
帯
数
の
将
来
推
計
（
全
国
推

計
）
―
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
推

計
―
」
と
「
日
本
の
将
来
推
計
人
口

（
令
和
５
年
推
計
）」
を
ベ
ー
ス
に
し

て
い
る
。

［
注
２
］
内
野
逸
勢
、
長
内 

智
、
森 

駿
介
「
日
本
の
ウ
ェ
ル
ス
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
市
場
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
探
る

～
大
和
総
研『
日
本
経
済
中
期
予
測
』

に
基
づ
く
将
来
推
計
～
『
大
和
総
研

調
査
季
報
』２
０
２
４
年
秋
季
号（
Ｖ

ｏ
ｌ
・
56
）」
掲
載
。

［
注
３
］
22
年
11
月
28
日
の
新
し
い

資
本
主
義
実
現
会
議
に
て
決
定
さ
れ

た
。
そ
の
中
で
、
わ
が
国
の
家
計
金

融
資
産
の
半
分
以
上
を
占
め
る
現
預

金
を
投
資
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
持

続
的
な
企
業
価
値
向
上
の
恩
恵
が
資

産
所
得
の
拡
大
と
い
う
形
で
家
計
に

も
及
ぶ
「
成
長
と
資
産
所
得
の
好
循

環
」
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
も
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。

株
式
会
社
大
和
総
研　

金
融
調
査
部

主
席
研
究
員　

内
野　

逸
勢

「「
株
式
市
場
の
上
昇
を
中
長
期
的
に
維
持
す
る
た
め
に
は

株
式
市
場
の
上
昇
を
中
長
期
的
に
維
持
す
る
た
め
に
は
」」
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「
も
う
は
ま
だ
な
り
、
ま
だ
は
も

う
な
り
」。
最
後
の
相
場
師
と
い
わ

れ
た
是
川
銀
蔵
が
著
作
の
中
で
紹
介

し
、
株
式
投
資
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
読

む
極
意
と
さ
れ
る
言
葉
で
す
。
目
先

の
利
益
や
感
情
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
、

起
き
て
い
る
現
象
を
冷
静
に
観
察
し

て
決
断
す
る
難
し
さ
を
指
摘
し
て
い

ま
す
。

　

ヒ
ッ
ト
商
品
も
時
代
と
の
関
係
で

生
ま
れ
ま
す
か
ら
、
新
し
い
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
つ
い
て
も
こ
の

考
え
方
は
通
じ
ま
す
。
先
日
、
国
産

の
ウ
イ
ス
キ
ー
に
関
し
て
東
京
都
内

で
有
数
の
品
ぞ
ろ
え
を
持
っ
て
い
る

バ
ー
の
店
長
と
話
を
し
て
い
て
、「
過

熱
気
味
だ
っ
た
国
産
ウ
イ
ス
キ
ー

ブ
ー
ム
に
陰
り
が
見
え
始
め
て
い
る
」

と
聞
き
ま
し
た
。
市
場
で
は
高
い
人

気
が
保
た
れ
て
い
て
、
新
規
の
フ
ァ

ン
も
ま
だ
増
え
て
い
る
状
況
で
す
が
、

一
部
の
プ
ロ
は
、
需
要
と
供
給
の
バ

ラ
ン
ス
で
供
給
が
上
回
り
つ
つ
あ
る

と
感
じ
始
め
て
い
ま
す
。「
業
者
の

間
で
も
な
か
な
か
手
に
入
ら
な
か
っ

た
品
物
が
ち
ら
ほ
ら
と
入
手
で
き

る
状
態
で
出
回
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
肌
感
覚
で

そ
ろ
そ
ろ
バ
ブ
ル
的
な
ブ
ー
ム
は
収

ま
る
だ
ろ
う
と
い
う
判
断
で
す
。
こ

う
し
た
わ
ず
か
な
兆
候
を
見
逃
さ
ず

先
を
読
ん
で
在
庫
調
整
な
ど
の
手
を

打
つ
そ
う
で
す
。
故
事
に
あ
る
「
一

葉
落
ち
て
天
下
の
秋
を
知
る
」
の
感

覚
な
の
で
し
ょ
う
。

　

ピ
ー
ク
が
見
え
始
め
た
状
態
で

も
、
こ
れ
か
ら
こ
の
分
野
に
参
入
し

よ
う
と
し
て
い
る
企
業
が
い
く
つ
も

あ
る
と
、
そ
の
店
長
は
心
配
し
て
い

ま
し
た
。
参
入
は
、
ま
だ
ま
だ
市

場
は
拡
大
す
る
と
読
ん
で
の
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
う
し
た
企
業
の
製
品
が

市
場
に
出
る
の
は
し
ば
ら
く
後
に
な

り
ま
す
か
ら
、
そ
の
と
き
に
市
場
の

需
要
と
供
給
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
話
を
聞
い
て
、
し
ば
ら
く
前

に
聞
い
た
国
産
ウ
イ
ス
キ
ー
の
製
造

を
手
掛
け
て
い
る
地
方
企
業
の
社
長

の
話
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
の
社

長
は
、「
今
の
ブ
ー
ム
は
そ
う
長
く

続
か
な
い
か
ら
、
無
理
し
て
つ
く
っ

た
り
売
っ
た
り
は
し
な
い
。
宣
伝
も

し
な
い
。
日
本
の
製
品
を
高
く
評
価

す
る
海
外
の
お
客
さ
ん
が
ど
う
し

て
も
欲
し
い
と
買
い
に
来
た
場
合
は

売
っ
て
い
る
。
そ
の
売
り
上
げ
で
、

将
来
本
当
に
世
界
で
勝
負
で
き
る
品

質
と
個
性
を
備
え
た
商
品
を
長
期
的

な
視
点
で
開
発
す
る
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。

　

今
の
ブ
ー
ム
に
は
あ
え
て
乗
ら

ず
、
ブ
ー
ム
が
過
ぎ
て
淘
汰
（
と
う

た
）
さ
れ
た
先
で
、
き
ち
ん
と
評
価

さ
れ
て
生
き
残
る
た
め
の
開
発
は
怠

ら
な
い
と
い
う
考
え
で
す
。
こ
れ
も

「
時
代
の
変
化
を
読
ん
で
網
を
張
る
」

と
い
う
冷
静
な
判
断
に
基
づ
い
た
一

つ
の
戦
略
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ブ
ー
ム
を
追
い
か
け
る
こ
と
は
簡

単
で
す
が
、
そ
れ
で
ち
ゃ
ん
と
持
続

的
に
利
益
を
出
せ
る
の
か
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
一
方
ブ
ー
ム
が
本

格
的
に
起
き
る
前
に
自
ら
仕
掛
け
る

に
は
多
額
の
広
告
宣
伝
費
用
が
か
か

る
こ
と
が
多
く
、
中
小
企
業
に
は
簡

単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ブ
ー
ム
が
起

き
た
と
き
、
そ
の
先
で
ち
ょ
う
ど
よ

い
商
品
が
す
で
に
で
き
て
い
て
待
ち

構
え
て
い
る
と
い
う
の
が
中
小
企
業

の
理
想
で
す
。

　

日
本
の
も
の
づ
く
り
は
概
し
て
丁

寧
で
レ
ベ
ル
が
高
く
、
短
期
間
で
も

良
い
も
の
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る

ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。
逆
に
言

え
ば
、
少
し
出
遅
れ
て
も
頑
張
れ
ば

ブ
ー
ム
に
間
に
合
っ
て
し
ま
う
と
い

う
面
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
せ
っ

か
く
の
投
資
を
持
続
的
な
ビ
ジ
ネ
ス

に
つ
な
げ
る
に
は
、
ブ
ー
ム
の
後
先

を
読
ん
で
冷
静
に
対
応
す
る
姿
勢
が

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

地
域
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
／
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト　
　
　
　
　
　

渡
辺　

和
博

「
ブ
ー
ム
に
乗
る
か
？

�
追
い
か
け
る
か
？
先
回
り
す
る
か
？
」

ト
レ
ン
ド
通
信

ト
レ
ン
ド
通
信

充実した設備と
　細かいサービス
大型カラー印刷機完備 !!

お気軽にお問合せください

○チラシ・パンフレット印刷
○オンデマンド印刷
　データ入稿～印刷～製本
○記念誌・自分史・郷土史
　写真集・自費出版　etc…
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館山市山本226　〒294-0014
TEL.0470-22-2277
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「
今
年
の
猛
暑
が
当
た
り
前
の
夏
に
」

　

今
年
の
夏
の
暑
さ
は
異
常
で
し

た
。
こ
の
厳
し
い
暑
さ
で
体
調
を

崩
し
た
り
、
売
り
上
げ
に
影
響
が

出
た
り
、
大
変
な
夏
を
過
ご
し
た

方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。２
０
２
５
年
の
夏
は
、

こ
れ
か
ら
の
夏
の
暑
さ
の
起
点
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
、
国
内
最
高
気
温
の
記

録
が
大
き
く
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

群
馬
・
伊
勢
崎
の
41
・
８
℃
で
す
。

07
年
に
埼
玉
・
熊
谷
と
岐
阜
・
多

治
見
で
40
・
９
℃
を
観
測
し
、
山

形
の
最
高
気
温
の
記
録
40
・
８
℃

を
74
年
ぶ
り
に
更
新
し
て
か
ら
日

本
の
暑
さ
の
歴
史
が
動
き
出
し
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
、
最
高
気
温
の

記
録
更
新
は
大
変
な
こ
と
で
す
。

５
、
６
年
お
き
に
０
・
１
℃
だ
け

高
く
な
り
、
足
取
り
は
一
歩
ず
つ

で
し
た
。
そ
れ
が
、
今
年
、
兵
庫
・

柏
原
で
７
月
30
日
に
41
・
２
℃
と

７
年
ぶ
り
に
０
・
１
℃
更
新
し
ま

し
た
が
、
８
月
５
日
に
41
・
８
℃

と
、
た
っ
た
６
日
で
０
・
６
℃
も

高
く
な
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
ま

で
よ
り
驚
異
的
な
ペ
ー
ス
で
気
温

が
上
が
っ
た
夏
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
最
高
気
温
が
35
℃
以

上
の
日
を
猛
暑
日
と
い
い
ま
す

が
、
全
国
の
お
よ
そ
３
分
の
２

の
地
点
で
猛
暑
日
を
観
測
し
ま
し

た
。
局
地
的
な
暑
さ
で
は
な
く
、

全
国
的
に
厳
し
い
暑
さ
だ
っ
た
と

い
え
ま
す
。
東
京
で
は
29
日
、
大

阪
で
は
45
日
と
歴
代
最
多
の
猛
暑

日
と
な
り
、
さ
ら
に
京
都
で
は
61

日
と
、
丸
２
カ
月
も
猛
暑
日
だ
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
夏
の
基
準
は
、30
℃
以
上
の「
真

夏
」
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
夏

は
35
℃
以
上
の
「
猛
暑
」
と
、
暑

さ
の
ス
テ
ー
ジ
が
高
く
な
っ
て
く

る
で
し
ょ
う
。

　

で
は
、
今
年
の
夏
だ
け
が
異
常

か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
夏
の
平
均
気
温
は
、
３
年

連
続
で
最
も
高
い
値
を
記
録
し
ま

し
た
。
気
象
庁
は
、
今
年
の
夏
の

暑
さ
は
数
十
年
に
一
度
の
も
の
と

発
表
し
て
い
ま
す
が
、
23
年
の
記

録
も
同
様
の
研
究
結
果
が
出
て
い

ま
し
た
。つ
ま
り
、以
前
は
な
か
っ

た
異
常
な
暑
さ
が
こ
こ
３
年
も
続

い
て
お
り
、
当
た
り
前
の
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
こ
の

猛
暑
は
特
別
で
は
な
い
と
考
え
た

方
が
よ
さ
そ
う
で
す
。

　

猛
暑
は
、
経
営
の
面
に
も
影
響

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
従
業
員

の
健
康
や
安
全
確
保
が
、
こ
れ
ま

で
と
は
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

工
場
や
現
場
、
外
回
り
な
ど
、
外

気
と
触
れ
る
仕
事
で
は
、
熱
中
症

の
危
険
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
売
り
上
げ
に
関
し
て

も
、こ
れ
ま
で
の
商
品
が
売
れ
ず
、

損
失
や
在
庫
を
抱
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
反
対
に
、
猛
暑
用
の
商

品
の
在
庫
が
少
な
か
っ
た
た
め
、

売
れ
る
物
が
な
く
な
る
機
会
損
失

も
出
て
き
ま
す
。

　
「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
と

い
い
ま
す
が
、
９
月
で
も
猛
暑
日

が
続
く
と
い
う
夏
が
長
い
時
代
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
は
災
害
級
の

猛
暑
に
備
え
て
対
策
を
し
つ
つ
、

売
り
上
げ
を
上
げ
る
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
、
こ
れ
ま
で
の
夏
と
は
全

く
異
な
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
、
早
め

に
取
り
組
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

気
象
予
報
士
兼
税
理
士　

藤
富　

郷

「会議所だより」に広告を掲載される
会員事業所を募集しております!!

【掲載料】
約45mm×約85mm

10,800円～
問合せ　館山商工会議所問合せ　館山商工会議所
　　　　℡ 0470-22-8330　　　　℡ 0470-22-8330

  新入会員募集中！
皆さまのお知り合いで、最近事業をはじめた方や、まだ会員
でない方などいらっしゃいましたら、是非ご紹介ください。

お問い合わせは 館山商工会議所まで  ℡ 22-8330℡ 22-8330

◆ 講演会・研修会などが、おもに無料で受講できます。
◆ 各種公的資金融資の斡旋・資金繰りの相談が受けられます。
◆ 経営に関する各種の相談・指導を受けることができます。
◆ 各種共済・保険などへ割安な掛金で加入できます。
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令
和
７
年
度
上
半
期
　
新
聞
折
込
チ
ラ
シ
調
査
結
果

～
月
平
均
２
１
７
枚
の
広
告
が
折
り
込
ま
れ
る
～

増
加
と
な
っ
た
一
方
、
前
年
下
半

期
の
１
３
８
３
枚
と
比
較
す
る
と

６
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
と
い
う
結
果

に
な
っ
た
。

　

次
に
曜
日
ご
と
の
折
込
数
で
あ

る
が
図
１
の
と
お
り
、
最
も
チ
ラ

シ
が
多
く
折
り
込
ま
れ
た
の
は
水

曜
日
で
、
以
下
金
曜
日
、
土
曜
日
、

火
曜
日
、
日
曜
日
、
木
曜
日
の
順

と
な
り
、
最
も
折
込
数
が
少
な

か
っ
た
の
は
前
回
同
様
に
月
曜
日

で
あ
っ
た
。

　

曜
日
毎
の
折
込
数
は
前
年
下
半

期
と
ほ
ぼ
同
順
（
多
い
順
に
水
、

土
、
金
、
火
、
日
、
木
、
月
の
順
）

で
、
月
曜
日
が
一
番
少
な
か
っ
た

理
由
の
一
因
と
し
て
、
休
刊
日
に

あ
た
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

各
曜
日
の
傾
向
と
し
て
、
月
曜

日
は
各
種
通
信
販
売
（
衣
類
、
食

料
品
、
日
用
品
な
ど
）
が
多
く
、

火
曜
日
は
食
品
ス
ー
パ
ー
、
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、
水
曜
日
は
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、

衣
料
品
、
木
曜
日
は
ド
ラ
ッ
ク
ス

ト
ア
と
外
食
・
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
、

金
曜
日
は
食
品
ス
ー
パ
ー
、
衣
料

品
、
車
関
係
、
土
曜
日
は
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
、
情
報
誌
、
家
電
、
日

曜
日
は
家
電
通
販
、
求
人
情
報
が

多
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

　

当
所
で
は
、
朝
刊
６
紙
の
新

聞
折
込
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
令
和
７
年
度
上
半

期
の
調
査
結
果
は
、
以
下
の
と
お

り
と
な
っ
た
。

　

は
じ
め
に
折
込
総
数
で
あ
る

が
、
上
期
（
４
～
９
月
）
合
計
は

１
３
０
１
枚
で
、
前
年
同
期
の
１

２
５
８
枚
か
ら
４
パ
ー
セ
ン
ト
の

　

ま
た
、
通
信
販
売
や
貴
金
属
等

買
取
専
門
店
は
、
曜
日
を
問
わ
ず

コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
折
り
込
ま
れ
て

い
る
。
図
２
の
と
お
り
全
体
に
占

め
る
割
合
も
高
く
、
一
番
多
い
の

が
通
信
販
売
17
％
、
二
番
目
が
貴

金
属
等
買
取
専
門
店
14
％
で
、
そ

れ
ぞ
れ
前
回
よ
り
増
加
し
て
い
た

（
令
和
６
年
度
下
半
期
の
通
信
販

売
は
16
パ
ー
セ
ン
ト
、
貴
金
属
等

買
取
専
門
店
は
12
パ
ー
セ
ン
ト
）。

　

な
お
、
一
番
割
合
の
大
き
い
通

信
販
売
の
な
か
で
も
特
に
折
込
枚

数
が
多
か
っ
た
の
は
、
サ
プ
リ
メ

ン
ト
や
美
容
関
連
商
品
、
食
料
品

の
チ
ラ
シ
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
図
２
で
三
番
目
に
多
い

そ
の
他
12
％
に
つ
い
て
は
、
旅
行

や
法
律
相
談
、
葬
祭
関
係
の
チ
ラ

シ
が
中
心
で
あ
っ
た
。

　

求
人
関
連
チ
ラ
シ
に
着
目
す
る

と
、
こ
れ
ま
で
は
大
部
分
が
求
人

情
報
紙
で
あ
っ
た
が
、
上
期
の
特

徴
と
し
て
人
材
を
求
め
る
事
業
所

が
直
接
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
を

募
集
す
る
チ
ラ
シ
が
増
加
し
た
傾

向
に
あ
っ
た
。

（図２）令和 7年度上半期　業種別折込数

（図１）令和 7年度上半期　曜日別折込数
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大
久
保
利
通
は
、
薩
摩
藩
の

下
級
武
士
に
生
ま
れ
た
が
、
幕

末
、
西
郷
隆
盛
と
と
も
に
倒
幕

運
動
に
ま
い
進
し
た
。
明
治
維

新
後
は
新
政
府
の
高
官
と
な

り
、
明
治
６（
１
８
７
３
）
年
の

征
韓
論
争
で
は
盟
友
西
郷
と
対

立
し
て
こ
れ
を
退
け
、明
治
政
府

の
最
大
実
力
者
に
成
り
上
が
っ

た
。
西
南
戦
争
で
人
気
の
あ
る

西
郷
隆
盛
を
倒
し
た
こ
と
も
あ

り
、一
般
に
は
あ
ま
り
人
気
が
な

い
が
、明
治
の
政
治
家
と
し
て
は

極
め
て
優
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。

　

特
に
利
通
の
偉
さ
は
、薩
摩
と

い
う
最
大
派
閥
の
出
身
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、同
郷
人
を
え

こ
ひ
い
き
し
な
か
っ
た
こ
と
だ
。

　

勝
海
舟
は
、
次
の
よ
う
に
利

通
を
評
し
て
い
る
。

「
繰
り
返
し
繰
り
返
し
情
実
の

相
撲
取
り
を
な
す
や
う
で
は
ま

こ
と
に
天
下
国
家
の
た
め
に
相

済
ま
ぬ
事
だ
よ
。か
う
い
ふ
情
実

の
間
を
踏
み
切
つ
て
、も
の
ゝ
見

事
に
や
り
の
け
る
の
は
、さ
う
さ

ナ
ア
ー
大
久
保
だ
ら
う
や
、
大

久
保
の
ほ
か
に
は
あ
る
ま
い
よ
」

（『
氷
川
清
話
』講
談
社
学
術
文

庫
）

　

明
治
時
代
に
活
躍
し
た
小
説

家
の
白
柳
秀
湖
も
「
大
久
保
は

広
く
人
材
を
天
下
に
募
り
、
適

材
を
適
所
に
置
い
て
働
か
せ
よ

う
と
い
ふ
考
へ
を
持
つ
て
居
た
。

だ
か
ら
、
薩
摩
人
に
ひ
ど
く
憎

ま
れ
て
居
た
。
薩
摩
人
な
ら
ば

馬
鹿
で
も
、グ
ズ
で
も
、乱
暴
も

の
で
も
何
で
も
使
ふ
と
い
ふ
の
で

は
な
い
。そ
の
態
度
が
、特
に
頑

固
な
中
世
式
封
建
思
想
で
固
つ

て
居
る
一
般
薩
摩
人
に
は
全
く
理

解
で
き
な
か
っ
た
」（『
親
分
子

分 

政
党
編
』千
倉
書
房
）と
述

べ
て
い
る
。

　

戦
国
時
代
で
い
え
ば
、利
通
は

さ
な
が
ら
織
田
信
長
の
よ
う
で

も
あ
る
。
薩
摩
閥
と
い
う
最
大

の
閥
族
の
長
で
あ
り
な
が
ら
、人

間
を
能
力
に
よ
っ
て
抜
て
き
し

て
い
っ
た
か
ら
だ
。
有
能
な
ら
ば

栄
達
で
き
る
。
才
能
が
あ
れ
ば

力
を
発
揮
さ
せ
て
も
ら
え
る
。そ

れ
を
実
感
で
き
た
か
ら
こ
そ
、長

州
の
伊
藤
博
文
や
井
上
馨
を
は

じ
め
、多
く
の
逸
材
が
利
通
の
下

に
殺
到
し
、
明
治
政
府
の
礎
が

築
か
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。ま

さ
に
利
通
は
、現
代
の
ビ
ジ
ネ
ス

社
会
で
も
求
め
ら
れ
る
理
想
の

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。

　

藩
閥
に
関
係
な
く
、
利
通
は

有
能
な
人
材
を
ど
ん
ど
ん
と
抜

て
き
し
て
い
っ
た
。
特
に
い
っ
た

ん
信
用
し
た
人
物
は
、最
後
ま
で

信
じ
通
す
癖
が
あ
っ
た
。

　

利
通
は
内
務
官
僚
た
ち
に

「
私
一
己
に
使
は
れ
る
と
か
薩
長

に
使
は
れ
る
と
か
思
わ
ず
、国
家

の
役
人
で
あ
る
、国
家
の
事
務
を

掌
（
つ
か
さ
ど
）る
と
い
ふ
つ
も

り
で
自
任
し
て
や
つ
て
貰
は
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。且
ま
た
、細

か
い
事
は
自
分
は
不
得
手
で
あ

る
、事
務
の
方
は
万
事
諸
君
に
一

任
す
る
か
ら
力
を
尽
く
し
て
遣

つ
て
貰
ひ
た
い
。
そ
の
代
わ
り
、

責
任
は
我
が
輩
が
引
き
受
け
て

や
る
。顧
慮
せ
ず
に
や
つ
て
貰
ひ

た
い
」
と
述
べ
、「
仕
事
の
上
の

事
は
、過
が
あ
つ
て
も
決
し
て
叱

ら
れ
る
こ
と
な
く
、責
任
は
一
切

自
身
が
引
き
受
け
ら
れ
た
の
で

あ
る
」（『
甲
東
逸
話
』冨
山
房
）

　

ま
さ
に
理
想
の
上
司
像
だ
。こ

ん
な
人
の
下
で
仕
事
が
で
き
る

の
な
ら
、そ
れ
こ
そ
存
分
に
各
自

の
才
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

歴
史
作
家　
　

河
合　

敦

「
大
久
保
利
通
の
人
材
抜
て
き
法
」

事業所名 代表者 住　所 営業種目

【会員】 便利屋イマスグ 井田好明 山本134-3 便利屋

〃 ＭＥＮ－ＹＡ大黒 野宮一生 山本252-14 飲食業

〃 名取身体工房 名取千明 館山1325-1
ベルメゾン丸松Ⅱ201 自費整体

〃 αＣＲＥＡＴＩＯＮ 飯居　輝 館山1526-1 レンタルスペースの運営

【特別会員】 ㈱ティエムエス 髙橋利之 鴨川市滑谷758-2 中古自動車卸

〃 小峰健寿 小峰健寿 南房総市本織1059-5 システム開発

新入会員紹介 どうぞよろしくお願いいたします！


